
乳児期のビタミンD投与による
食物アレルギー予防に関する研究

千葉大学大学院医学研究院小児病態学 中野 泰至



背景

 母乳中には人工乳に比べてビタミンDが少ない。

 最近の疫学研究の結果から出生時および乳児期のビタミン
D不足と食物アレルギーおよびアトピー性皮膚炎のリスク
の報告が散見される。

 Vitamin D receptorはT細胞を含めた免疫細胞に広く発現し
ている。

 オーストラリアの研究チームが乳児期からのビタミンDの
介入研究を行っているが、日本と比べるともともとのビタ
ミンD濃度が高い、食習慣の違いなど異なる部分が多い。

Allen KJ et al. J Allergy Clin Immunol 2013
Baïz N et al. J Allergy Clin Immunol 2014

Rueter K et al. Nutrients. 2020
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乳児湿疹、母乳栄養、母親のアレルギー歴が
1歳での卵白感作と関連（CHIBA study）
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Nakano T et al. Pediatr Allergy Immunol. 2020;31:315-318.
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母乳栄養の割合が高いほど卵白感作率が高い

Nakano T et al. Pediatr Allergy Immunol. 2020;31:315-318.
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妊婦、臍帯血、母乳、1歳時でのVitamin D 濃度
CHIBA study 
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血清ビタミンD濃度が低いほど卵白感作率が高い
CHIBA study 
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D-PAC study スケジュール
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6か月 感作率
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12か月 感作率
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ビタミンD濃度
6か月児血清n=156母体血清

臍帯血血清

25(OH)D3 (ng/ml)
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まとめ

 CHIBA studyでは母乳栄養が1歳時点での卵白感作と
関与していた。

 母体血清及び臍帯血中の25(OH)D3 濃度は本研究にお
いてもほとんどの参加者が欠乏状態であった。

 6か月児では64%の児で25(OH)D3 濃度は充足してい
た。

 ビタミンD介入研究（DPAC study）は現在進行中であ
り、本年度中にリクルート終了する予定である。
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